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ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
全
集

マ
ン
編

一
『
法
哲
学
』
第
一
巻

　
剛
　
一
九
八
七
年
五
月
三
〇
日
、
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
で
開
催
さ
れ
た
ド
イ

ツ
語
圏
刑
法
学
会
の
会
場
で
、
編
者
の
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
カ
ウ
フ
マ
ソ
か

ら
手
渡
さ
れ
た
の
が
本
書
で
あ
る
．
「
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
家
の
旧
友
、
宮
澤
浩

一
に
」
と
い
う
献
辞
を
つ
け
て
贈
っ
て
く
れ
た
本
書
は
、
見
本
と
し
て
カ

ゥ
フ
マ
ン
に
届
け
ら
れ
た
三
冊
の
う
ち
の
一
冊
で
、
他
は
、
エ
ソ
ギ
ッ
シ

ュ
に
贈
ら
れ
た
と
い
う
。
市
場
に
は
、
六
月
中
旬
す
ぎ
に
出
廻
っ
た
と
か
。

一
九
七
七
年
に
、
グ
ス
タ
フ
・
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
財
団
が
発
足
し
た
が
（
宮

澤
浩
一
・
グ
ス
タ
フ
・
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
財
団
の
設
立
、
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
七
〇
号
、
咽

九
七
八
年
、
一
一
頁
以
下
）
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
の
全
著
作
を
公
刊
す
る
と
い
う

企
画
は
、
財
団
設
立
準
備
で
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
縁
り
の
理
事
予
定
者
が
集
ま

っ
た
機
会
に
検
討
さ
れ
た
。
だ
が
、
そ
の
構
想
は
、
す
で
に
、
一
九
六
〇

年
代
に
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
夫
人
と
カ
ウ
フ
マ
ソ
と
の
間
で
話
し
合
わ
れ
て

い
た
。
一
九
六
四
年
七
月
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
の
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
通
り
三

五
番
地
の
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
夫
人
宅
を
訪
問
し
た
折
、
「
日
本
で
公
刊
さ
れ

て
い
る
躍
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
著
作
集
”
を
上
廻
る
規
模
の
著
作
集
を
カ
ウ
フ

マ
ソ
が
企
画
し
た
い
と
言
っ
て
き
ま
し
た
」
と
嬉
し
そ
う
に
話
さ
れ
た
こ

と
を
覚
え
て
い
る
。

　
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
全
集
の
公
刊
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
紹
介
し
た
こ
と
が

あ
る
。
一
九
八
五
年
の
春
、
カ
ウ
フ
マ
ソ
の
便
り
と
タ
イ
プ
書
の
企
画
書

を
入
手
し
た
段
階
で
、
ま
と
め
た
（
宮
澤
浩
一
・
グ
ス
タ
フ
・
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ

全
集
の
公
刊
、
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
三
六
号
、
一
九
八
五
年
、
七
六
頁
以
下
）
、
そ
れ
よ

り
先
、
カ
ウ
フ
マ
ソ
の
タ
イ
プ
用
紙
九
六
枚
に
及
ぶ
長
文
の
論
文
「
グ
ス

タ
フ
・
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
ー
生
涯
と
業
績
」
が
送
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
頃
は
、

第
一
巻
の
公
刊
は
、
一
九
八
五
年
末
を
予
定
し
て
い
た
が
、
結
局
、
二
年

遅
れ
た
．
主
要
な
編
集
担
当
者
の
間
で
、
真
の
全
集
の
名
に
価
す
る
よ
う
、

一
層
の
充
実
を
は
か
る
べ
き
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
、
一
八
巻
の
予
定
を
二

〇
巻
と
す
る
こ
と
が
き
ま
り
．
こ
の
彪
大
な
編
集
ス
タ
ッ
フ
ヘ
の
報
酬
、

莫
大
な
出
版
費
用
の
援
助
に
関
し
て
、
ド
イ
ッ
研
究
補
助
財
団
、
バ
ー
デ

ソ
・
ヴ
ュ
ル
ッ
テ
ソ
ベ
ル
ヒ
州
学
術
・
芸
術
省
の
ほ
か
に
、
ロ
バ
ー
ト
・

ボ
ッ
シ
ュ
財
団
も
出
版
補
助
を
認
め
、
殆
ん
ど
完
全
に
近
い
「
全
集
」
を

刊
行
し
う
る
こ
と
と
な
っ
た
。
編
集
の
中
心
に
あ
っ
て
、
八
方
努
力
し
た

カ
ウ
フ
マ
ソ
の
活
躍
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
右
の
財
団
の
理
事
者
の
な
か

に
、
か
つ
て
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
の
講
義
を
聴
講
し
た
人
が
少
な
か
ら
ず
居
た
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紹介と批評

こ
と
も
、
幸
い
し
た
と
い
う

行
し
た
折
に
聞
い
た
話
で
あ
る
）
。

（
カ
ウ
フ
マ
ソ
と
八
七
年
八
月
末
に
、
長
崎
に
旅

　
二
　
ま
ず
、
「
第
一
巻
」
と
「
全
集
」
に
つ
い
て
の
形
式
的
な
側
面
に

つ
い
て
紹
介
す
る
。

　
企
画
の
具
体
化
は
、
一
九
八
○
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
れ
で

も
、
七
年
の
歳
月
を
か
け
て
完
成
し
た
第
一
巻
は
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
全
集

の
発
足
を
祝
う
に
ふ
さ
わ
し
い
立
派
な
も
の
で
あ
る
（
後
述
、
三
）
。
第
一

巻
の
刊
行
を
記
念
し
て
、
一
九
八
七
年
七
月
一
目
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
市

庁
舎
で
、
連
邦
司
法
大
臣
エ
ソ
ゲ
ル
ハ
ル
ト
、
市
長
ツ
ン
デ
ル
、
そ
の
他
、

多
く
の
司
法
、
学
会
関
係
者
が
集
ま
っ
て
、
C
・
F
・
ミ
ュ
ラ
ー
出
版
社

主
催
の
刊
行
式
が
行
わ
れ
た
（
頃
象
§
Φ
黄
窪
》
巨
¢
導
蚤
鴨
島
●
診
一
二
。
。。
“
）
。

「
全
集
」
の
全
容
と
編
集
責
任
者
に
関
し
て
、
当
初
の
企
画
書
と
異
な
っ

た
部
分
が
少
く
な
い
の
で
、
改
め
て
紹
介
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

　
第
一
巻
か
ら
第
三
巻
ま
で
は
、
法
哲
学
関
係
の
著
作
を
集
め
、
第
一
、

二
巻
を
カ
ウ
フ
マ
ン
が
編
集
す
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
が
、
第
三
巻
の
編

者
は
、
予
定
さ
れ
て
い
た
ザ
ー
ル
大
学
の
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
バ
ラ
ッ
タ

に
代
っ
て
、
フ
ラ
ソ
ク
フ
ル
ト
大
学
の
ウ
ィ
ソ
フ
リ
ー
ト
・
ハ
ッ
セ
マ
ー

が
担
当
す
る
。
バ
ラ
ッ
タ
は
、
後
掲
の
政
治
論
集
を
担
当
す
る
。
第
四
巻

は
、
文
化
政
策
的
論
文
集
（
当
初
は
、
文
化
哲
学
と
あ
っ
た
）
で
あ
っ
て
、

実
務
家
の
ヘ
ル
マ
ン
・
ク
レ
ー
マ
ー
（
串
寄
ぎ
8
が
編
者
で
あ
る
。
第

五
巻
は
、
文
芸
史
論
集
（
当
初
は
、
ゲ
ー
テ
論
そ
の
他
と
あ
っ
た
）
で
、
ワ
ル

タ
ー
：
・
三
ー
ラ
H
ザ
イ
デ
ル
（
名
簿
建
蜜
自
宰
蜜
亀
）
が
編
集
に
当
る
。

第
六
巻
は
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ハ
（
当
初
は
、
第
二
巻
を
予
定
し
て
い
た
）
で
、

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
の
法
史
学
の
ア
ド
ル
フ
・
ラ
ウ
フ
ス
（
＞
亀
h
ピ
器
邑

が
担
当
す
る
。
第
七
、
八
巻
は
、
刑
法
編
で
あ
る
。
刑
法
編
1
は
、
ハ
イ

デ
ル
ベ
ル
ヒ
大
学
の
キ
ュ
ー
パ
ー
が
当
初
は
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
此
の

程
、
ミ
ュ
ソ
ヘ
ン
大
学
で
教
授
資
格
を
取
得
し
た
、
カ
ウ
フ
マ
ソ
門
下
の

ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
シ
ュ
ロ
ー
ト
（
⇔
三
9
望
ぼ
。
5
が
編
集
に
当
る
．
刑
法

編
n
は
、
カ
ウ
フ
マ
ン
担
当
の
ま
ま
で
あ
る
．
第
九
巻
は
、
刑
法
改
正

（
当
初
、
第
八
巻
を
予
定
し
て
い
た
）
で
あ
つ
て
、
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ワ
イ
ヒ
高

裁
長
官
の
ル
ド
ル
フ
・
ワ
ッ
サ
ー
マ
ン
（
閑
区
。
罵
名
聾
窪
馨
暮
）
で
あ
る

こ
と
に
変
り
は
な
い
。
第
一
〇
巻
は
、
行
刑
で
あ
り
（
当
初
は
、
第
九
巻
の

予
定
）
、
ヘ
ッ
セ
ソ
の
行
刑
局
長
を
長
く
勤
め
、
行
刑
雑
誌
の
編
集
を
担

当
し
て
い
た
ア
ル
バ
ー
ト
・
ク
レ
プ
ス
が
編
集
に
当
る
。
同
氏
は
、
す
で

に
九
〇
歳
の
高
齢
で
あ
る
が
、
嬰
鎌
と
し
て
執
筆
活
動
を
続
け
て
居
ら
れ

る
。
戦
前
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
の
講
籠
に
連
な
っ
た
数
少
な
い
人
の
一
人
で

あ
る
だ
け
に
、
早
く
こ
の
編
著
の
成
果
が
公
刊
さ
れ
る
よ
う
望
む
．
第
一

一
巻
は
、
刑
法
史
で
あ
る
（
当
初
は
、
第
一
〇
巻
を
予
定
し
、
バ
ラ
ッ
タ
の
編

集
と
な
っ
て
い
た
）
。
先
頃
赴
任
し
た
ザ
ー
ル
大
学
の
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
ノ
イ
マ

ン
（
q
ま
昌
乞
窪
馨
9
）
が
編
集
に
当
る
。
第
二
一
、
二
二
巻
は
、
ワ
イ

マ
ー
ル
時
代
の
政
治
論
集
で
あ
る
．
当
初
は
、
連
邦
司
法
省
の
デ
・
ウ
ィ

ツ
ト
を
予
定
し
て
い
た
が
、
ザ
ー
ル
大
学
の
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
バ
ラ
ッ

タ
（
ど
。
馨
区
3
切
貰
葺
費
）
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
一
四
巻
は

「
国
家
と
憲
法
」
と
題
す
る
．
担
当
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
の
公
法
学
者

ハ
イ
ソ
リ
ッ
ヒ
・
シ
ョ
ラ
ー
（
＝
。
凶
注
3
望
ぎ
一
毎
）
で
あ
る
。
同
氏
は
、
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第
一
五
巻
「
比
較
法
論
集
」
（
当
初
は
、
比
較
法
・
国
際
法
と
さ
れ
て
い
た
）
を

も
編
集
す
る
．
第
一
六
巻
は
、
伝
記
で
あ
り
、
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
学
の

ギ
ュ
ソ
タ
ー
・
シ
ュ
ペ
ン
デ
ル
（
象
旨
震
9
①
包
＆
の
担
当
で
あ
る
。
同

氏
は
、
第
一
七
、
一
八
巻
書
簡
集
一
、
二
（
当
初
は
、
一
巻
に
ま
と
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
）
を
も
担
当
す
る
。
第
一
九
巻
は
、
新
ら
た
に
登
場
し
た
も
の

で
、
「
ラ
イ
ヒ
議
会
演
説
集
」
で
あ
っ
て
、
ビ
ー
レ
フ
ェ
ル
ト
大
学
の
ウ

ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
シ
ル
ト
の
担
当
に
か
か
る
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
が
、
国
会

議
員
と
し
て
、
又
、
司
法
大
臣
と
し
て
、
ラ
イ
ヒ
議
会
で
行
な
っ
た
演
説

を
議
事
録
か
ら
集
め
る
も
の
で
あ
る
。
各
巻
に
、
人
名
、
事
項
索
引
が
つ

い
て
は
い
る
が
、
全
巻
の
総
索
引
が
、
第
二
〇
巻
に
予
定
さ
れ
て
い
る
．

前
出
の
ノ
イ
マ
ン
の
夫
人
、
マ
リ
ア
”
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
・
ワ
ル
ナ
ー
闘
ノ

イ
マ
ソ
（
鵠
巨
㌣
国
冴
菩
①
夢
名
邑
昌
串
2
窪
馨
暮
）
が
担
当
す
る
．
ノ
イ
マ

ソ
夫
人
は
、
本
全
集
の
編
集
助
手
を
勤
め
、
資
料
の
蒐
集
、
関
連
す
る
文

献
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、
献
身
的
な
仕
事
を
続
け
て
い
る
。

　
三
　
次
に
、
本
書
の
内
容
面
に
つ
い
て
、
紹
介
し
よ
う
。

　
本
書
は
、
法
学
入
門
・
初
版
（
一
九
一
〇
年
）
と
同
・
七
・
八
版
（
一
九
二

九
年
）
を
主
要
部
分
と
し
、
そ
れ
に
、
す
で
に
紹
介
し
た
編
老
カ
ウ
フ
マ

ソ
の
手
に
な
る
「
グ
ス
タ
フ
・
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
i
生
涯
と
業
績
（
全
八
二

頁
）
」
、
法
学
の
基
本
問
題
に
関
す
る
比
較
的
初
期
の
論
文
三
編
、
法
学
及

び
法
哲
学
の
著
作
に
つ
い
て
の
書
評
・
論
文
批
評
（
一
九
〇
三
年
か
ら
一
九

三
二
年
ま
で
）
、
編
者
補
足
、
凡
例
、
人
名
及
び
事
項
索
引
か
ら
成
り
、
冒

頭
に
、
編
者
カ
ウ
フ
マ
ン
の
序
文
を
配
し
て
い
る
。

「
法
学
入
門
」
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
本
書
に
再
録
し
た
の
は
、
ラ
ー
ト

ブ
ル
フ
の
。
法
哲
学
的
思
索
”
の
出
発
点
と
も
い
う
べ
き
同
書
の
初
版
と

ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
の
手
で
改
訂
を
加
え
た
最
後
の
版
で
あ
る
第
七
・
八
版
を

「
定
本
」
と
し
た
．
周
知
の
よ
う
に
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
の
「
法
学
入
門
」

に
は
、
邦
訳
が
あ
る
（
尾
高
朝
雄
・
碧
海
純
一
訳
・
一
九
五
五
年
、
碧
海
純
一
訳

．
一
九
六
一
年
）
．
本
書
と
同
じ
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
自
身
に
ょ
る
改
訂
版
が
、

尾
高
・
碧
海
訳
で
あ
り
、
第
二
次
大
戦
後
に
、
リ
デ
ィ
ア
・
ラ
！
ト
ブ
ル

フ
夫
人
の
依
頼
に
よ
り
、
戦
後
の
法
改
正
な
ど
を
折
り
込
ん
だ
、
K
・
ツ

ワ
イ
ゲ
ル
ト
の
手
に
よ
る
改
訂
増
補
版
（
一
九
五
二
年
）
が
出
版
さ
れ
、
碧

海
訳
は
、
そ
の
一
九
五
八
年
改
訂
版
を
用
い
て
い
る
。

「
法
学
入
門
」
は
、
一
九
一
〇
年
当
時
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
大
学
私
講
師

で
あ
っ
た
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
が
、
隣
の
マ
ン
ハ
イ
ム
市
に
あ
る
経
済
単
科
大

学
（
邦
訳
で
は
高
等
商
業
学
校
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
日
の
マ

ン
ハ
イ
ム
大
学
の
前
身
で
あ
る
）
で
行
な
っ
て
い
た
「
法
学
入
門
」
の
講
義

か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
．
法
学
を
一
般
教
養
体
系
の
一
部
と
し
て
認

め
ら
れ
た
い
と
念
願
し
て
書
か
れ
た
本
書
は
、
単
な
る
「
法
学
概
論
」
で

は
な
く
、
文
字
通
り
．
「
法
学
へ
の
入
門
書
」
で
あ
っ
て
、
職
業
選
択
の

段
階
に
あ
っ
て
こ
れ
か
ら
法
学
を
修
め
よ
う
と
す
る
若
い
読
者
の
期
待
に

応
え
よ
う
と
し
て
叙
述
さ
れ
た
。
当
時
、
法
学
に
関
す
る
入
門
の
書
と
し

て
、
コ
ー
ラ
ー
や
グ
リ
ュ
ー
パ
ー
の
本
が
あ
り
、
法
学
全
般
を
概
観
す
る

も
の
と
し
て
は
、
ガ
レ
イ
ス
、
メ
ル
ケ
ル
ら
の
本
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
と

比
べ
る
と
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
の
「
入
門
」
は
、
多
く
の
引
用
を
誇
る
の
で

は
な
く
、
参
考
文
献
を
良
く
咀
瞬
し
、
自
分
の
考
え
に
組
み
入
れ
、
法
、

116



紹介と批評

国
家
法
、
私
法
、
刑
法
と
い
う
よ
う
に
、
主
要
な
法
分
野
を
概
観
し
、
最

後
に
、
「
法
学
」
の
特
色
を
論
ず
る
こ
と
で
結
び
を
つ
け
る
と
い
っ
た
構
成

を
と
っ
て
い
る
。
本
書
は
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
三
二
歳
の
と
き
の
著
作
で
あ

る
。
若
々
し
い
文
章
で
あ
り
な
が
ら
、
す
で
に
法
哲
学
の
根
本
的
な
問
題

点
に
ふ
れ
、
勇
敢
に
切
り
込
ん
で
い
る
．
第
七
・
八
版
は
、
ラ
ー
ト
ブ
ル

フ
五
一
歳
の
と
き
の
作
品
で
あ
る
。
名
著
法
哲
学
（
一
九
三
二
年
）
誕
生
に

先
が
け
て
改
訂
さ
れ
て
い
る
。
「
法
学
入
門
」
は
、
一
九
三
三
年
の
ナ
チ

ス
の
政
権
奪
取
、
好
ま
し
か
ら
ざ
る
教
授
に
対
し
大
学
か
ら
の
追
放
措
置

が
と
ら
れ
る
ま
で
、
四
万
部
出
版
さ
れ
た
。
此
の
種
の
文
献
と
し
て
は
、

珍
ら
し
い
記
録
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
だ
け
に
、
学
説
や
学
問
分
野
に

お
け
る
研
究
成
果
の
進
展
に
応
じ
て
、
小
ま
め
に
改
訂
を
施
し
て
い
る
。

ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
夫
人
が
御
元
気
の
頃
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
街
の
御
宅
を
訪
間

し
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
教
授
の
著
作
を
手
に
と
っ
て
み
た
が
、
い
ず
れ
も
、

大
量
の
書
き
込
み
が
あ
り
、
常
に
、
次
の
改
訂
に
備
え
て
居
ら
れ
た
こ
と

が
分
る
．
殆
ん
ど
の
著
書
に
特
製
の
著
者
本
が
造
ら
れ
、
頁
ご
と
に
白
紙

を
と
じ
込
ん
で
あ
り
、
そ
の
多
く
の
頁
に
、
メ
モ
が
書
ぎ
残
さ
れ
て
い
た
。

　
法
学
入
門
は
、
邦
訳
も
あ
る
こ
と
だ
し
、
そ
の
内
容
を
改
め
て
紹
介
す

る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
刑
法
に
関
心
を
持
つ
者
と
し
て
、
「
刑
法
」

に
つ
い
て
本
書
の
叙
述
を
比
較
し
て
読
ん
で
み
た
が
、
一
九
一
〇
年
は
、

ド
イ
ッ
帝
国
刑
法
典
制
定
後
、
四
〇
年
た
っ
た
頃
で
あ
り
、
学
派
の
争
い

が
展
開
し
て
い
た
時
期
で
も
あ
っ
た
．
刑
法
典
の
改
正
に
関
す
る
準
備
作

業
の
段
階
を
経
て
、
草
案
が
ま
と
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
．

リ
ス
ト
学
派
の
若
い
論
客
と
し
て
頭
角
を
現
わ
し
て
き
た
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ

が
、
刑
法
学
の
基
本
問
題
に
つ
い
て
、
学
生
に
そ
の
思
い
の
た
け
を
吐
露

し
、
リ
ス
ト
の
主
張
を
支
援
し
よ
う
と
す
る
心
の
躍
動
が
伝
わ
る
文
章
で

あ
る
。
国
も
若
か
っ
た
し
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
自
身
も
若
か
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
て
、
第
七
・
八
版
が
公
刊
さ
れ
た
と
き
は
、
第
一
次
大
戦
後
の
革
命

に
よ
り
、
帝
制
か
ら
共
和
制
に
代
っ
た
と
は
い
っ
て
も
、
ド
イ
ッ
統
一
以

後
、
す
で
に
六
〇
年
を
経
た
．
古
い
国
”
で
あ
り
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
自
身

も
、
人
生
の
最
盛
期
五
〇
歳
を
過
ぎ
た
円
熟
に
向
う
年
頃
で
あ
っ
た
。
初

版
と
同
じ
よ
う
に
、
刑
法
の
解
釈
論
の
細
か
い
問
題
で
は
な
く
、
「
処
分
」

を
も
加
味
し
た
「
二
元
主
義
」
に
つ
い
て
、
熱
を
込
め
て
語
っ
て
い
る
。

一
九
二
二
年
、
司
法
大
臣
の
と
き
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
草
案
を
提
出
し
た
経

験
も
、
そ
の
議
論
を
説
得
力
あ
る
も
の
に
し
て
い
る
。

　
初
版
と
比
べ
て
、
商
法
と
経
済
法
・
労
働
法
と
い
う
二
編
の
章
が
独
立

し
た
こ
と
が
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
後
者
の
叙
述
に
、
社
会
民
主
党
員
ラ

ー
ト
ブ
ル
フ
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
．

　
法
哲
学
の
論
文
三
本
の
う
ち
、
法
創
造
と
し
て
の
法
学
（
田
村
五
郎
訳
、

法
に
お
け
る
人
間
・
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
著
作
集
第
5
巻
、
一
九
六
二
年
、
二
七
頁
以
下
）
、

法
感
情
に
つ
い
て
（
小
林
直
樹
訳
・
同
書
、
八
一
頁
以
下
）
に
は
、
邦
訳
が
あ
る
。

　
三
本
目
の
論
文
O
蓉
Φ
＜
霞
獄
日
雪
仁
区
閃
8
算
霞
亀
ρ
包
（
示
談
手
続
と

ド
イ
ッ
の
法
感
情
）
は
、
注
に
よ
る
と
、
第
一
次
大
戦
末
期
の
一
九
一
八
年

五
月
に
、
西
部
戦
線
の
ロ
ー
ト
リ
ソ
ゲ
ン
で
書
か
れ
、
9
①
鵯
目
Φ
一
3
“

邑
o
q
Φ
寄
昌
富
翌
畏
琶
霊
轟
・
歯
こ
お
お
に
発
表
さ
れ
た
論
文
で
あ
る
。

帝
制
が
倒
れ
、
共
和
制
に
移
行
す
る
大
変
革
期
に
、
判
断
者
の
依
拠
す
べ

き
法
感
情
の
根
元
を
探
る
小
論
で
あ
る
。

117



法学研究61巻4号（’88：4）

　
書
評
・
論
文
批
評
は
、
そ
れ
ぞ
れ
長
短
、
多
様
で
あ
る
が
、
新
刊
の
文

献
に
つ
い
て
、
幅
広
く
渉
猟
し
、
問
題
の
所
在
を
鋭
く
つ
く
発
言
が
随

所
に
み
ら
れ
る
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
の
知
的
遍
歴
、
そ
の
思
想
の
深
ま
り
を

知
る
に
は
、
こ
れ
ら
の
お
び
た
だ
し
い
読
書
歴
を
た
ど
っ
て
検
討
す
る
こ

と
は
、
不
可
欠
で
あ
ろ
う
．
今
後
、
次
々
と
公
刊
さ
れ
る
続
刊
に
、
こ
れ

ら
の
書
評
群
が
手
ぎ
わ
よ
く
分
類
さ
れ
、
整
理
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
で
あ
ろ

う
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
刑
事
法
研
究
者
も
、
大
い
に
期
待
し
う
る
と
思
わ
れ

る
。　

全
著
作
集
の
価
値
を
い
や
が
う
え
に
も
高
め
る
の
は
、
私
見
に
よ
れ
ぽ
、

編
者
補
足
（
田
三
。
霧
げ
＆
。
ε
の
存
在
で
あ
る
．

　
カ
ウ
フ
マ
ソ
は
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
夫
人
と
の
話
し
合
い
の
な
か
で
、
ラ

ー
ト
ブ
ル
フ
自
身
の
手
で
書
か
れ
た
著
作
を
底
本
と
す
る
と
決
め
た
。
た

だ
、
そ
の
場
合
に
不
可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
原
典
に
あ
る
誤
植
を
訂
正

す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
引
用
文
献
に
つ
い
て
、
正
確
を
期
す
こ
と
で
あ

っ
た
。
今
日
の
西
ド
イ
ッ
の
研
究
体
制
、
殊
に
、
伝
統
の
あ
る
大
学
の

「
研
究
所
」
「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
に
お
い
て
、
秘
書
、
助
手
の
協
力
で
、
ほ
父

完
全
に
近
い
形
で
文
献
を
収
集
し
、
執
筆
に
当
り
う
る
状
況
は
、
戦
前
に

は
な
か
っ
た
。
又
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
の
場
合
、
他
人
の
著
作
に
つ
い
て
、

簡
単
な
メ
モ
を
造
り
、
そ
れ
を
材
料
に
し
て
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
て
書

き
下
ろ
す
個
性
的
な
著
作
家
で
あ
っ
た
。
後
に
、
手
が
ふ
る
え
て
、
自
分

で
書
け
な
く
な
っ
て
か
ら
は
、
リ
デ
ィ
ア
夫
人
に
口
述
筆
記
を
依
頼
し
、

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
清
書
さ
れ
た
も
の
に
加
筆
し
て
、
論
文
や
著
作
を
仕

上
げ
た
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
事
情
も
あ
り
、
引
用
が
か
な
り
不
正
確
で

あ
り
、
出
典
の
略
記
方
法
も
不
統
一
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
著
作
が
な
さ

れ
た
当
時
は
、
一
般
に
よ
く
知
ら
れ
た
出
来
事
や
、
人
名
で
も
、
今
日
の

学
生
や
若
い
研
究
者
に
と
っ
て
、
必
ず
し
も
共
通
の
「
自
明
な
事
実
」
で

は
な
く
な
っ
た
こ
と
に
か
ん
が
み
、
「
編
者
補
足
」
で
、
人
名
や
事
項
に

つ
い
て
簡
潔
な
注
記
を
も
行
っ
て
い
る
。
カ
ウ
フ
マ
ン
に
よ
る
と
、
「
ア

ド
ル
フ
・
メ
ル
ケ
ル
」
に
注
を
つ
け
る
が
、
「
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
」

は
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
あ
る
、
と
（
編
者
の
序
言
一
二
頁
）
。

　
こ
れ
ら
の
補
足
に
完
全
を
期
す
た
め
に
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ソ
大
学
・
法
哲

学
・
法
情
報
学
研
究
所
の
人
的
・
物
的
体
制
が
フ
ル
に
稼
動
し
た
の
で
あ

る
。
そ
の
莫
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
折
に
ふ
れ
て
訪
間
し
、
か
い
間
み
た

者
の
一
人
の
心
を
揺
さ
ぶ
ら
な
い
わ
け
は
な
か
っ
た
。

　
私
自
身
、
原
典
に
必
ず
当
る
、
可
能
な
限
り
、
そ
れ
を
収
集
し
、
き
ち

ん
と
分
類
し
、
正
確
に
引
用
す
る
と
い
う
心
が
け
を
常
に
保
持
し
て
い
る

の
は
、
こ
の
研
究
所
で
の
根
元
的
な
研
究
遂
行
の
姿
勢
に
共
鳴
し
て
い
る

か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
四
　
カ
ウ
フ
マ
ソ
は
、
五
〇
歳
の
誕
生
目
を
前
に
し
て
、
そ
の
私
信
の

な
か
で
、
こ
れ
ま
で
、
法
哲
学
と
刑
法
と
い
う
二
つ
の
分
野
に
力
を
分
散

し
て
き
た
が
、
今
年
か
ら
、
一
つ
に
集
中
し
た
い
。
私
は
、
今
後
の
仕
事

の
重
点
を
法
哲
学
に
置
き
た
い
と
考
え
て
い
る
、
と
書
い
て
き
た
。
（
一
九

七
三
年
五
月
一
日
付
私
信
）
．
事
実
，
一
九
七
三
年
以
降
、
カ
ウ
フ
マ
ソ
の
業

績
に
は
、
目
に
み
え
て
法
哲
学
と
法
理
論
に
関
す
る
も
の
が
増
え
て
い
る
．

そ
れ
は
、
一
九
七
四
年
七
月
に
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
夫
人
が
逝
去
さ
れ
、
ラ
ー

ト
ブ
ル
フ
財
団
を
そ
の
遺
言
に
よ
っ
て
設
立
す
る
仕
事
と
と
も
に
、
夫
人
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と
の
約
束
で
あ
っ
た
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
全
集
の
構
想
の
具
体
化
と
も
重
な
り

合
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
か
く
し
て
、
カ
ウ
フ
マ
ソ
の
後
半
生
を
か
け

た
大
事
業
が
始
ま
っ
た
．

　
カ
ウ
フ
マ
ン
は
、
は
じ
め
、
自
然
科
学
者
に
な
る
こ
と
を
志
ざ
し
、
フ

ラ
ソ
ク
フ
ル
ト
大
学
の
理
工
学
部
に
入
学
し
た
が
、
学
業
半
ば
で
召
集
さ

れ
、
爆
撃
機
の
偵
察
員
と
し
て
従
軍
中
に
、
搭
乗
機
が
撃
墜
さ
れ
、
九
死

に
一
生
を
え
た
。
し
か
し
、
そ
の
と
き
、
頭
部
に
負
傷
し
た
た
め
、
そ
の

後
偏
頭
痛
に
悩
ま
さ
れ
た
．
そ
れ
ば
か
り
か
、
そ
の
負
傷
の
た
め
に
、
精

密
な
計
器
を
用
い
る
仕
事
に
適
さ
な
い
体
と
な
り
、
法
学
の
勉
学
に
転
向

し
た
（
本
書
一
〇
頁
）
。
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
か
ら
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
大
学

へ
と
、
法
学
を
学
ぶ
に
つ
い
て
ど
う
す
べ
き
か
知
る
よ
し
も
な
い
戦
傷
兵

の
カ
ウ
フ
マ
ソ
は
、
師
を
求
め
て
移
動
し
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
大
学
の
法

学
部
長
室
で
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
と
初
め
て
会
い
、
初
対
面
で
そ
の
人
格
と

学
識
に
心
を
ゆ
り
動
か
さ
れ
、
そ
の
講
鑓
に
連
な
り
、
そ
し
て
学
位
論
文

の
指
導
を
受
け
た
。
こ
の
出
会
い
か
ら
わ
ず
か
四
年
後
、
学
位
論
文
「
刑

事
責
任
論
に
お
け
る
違
法
性
の
意
識
・
現
代
責
任
論
入
門
」
（
一
九
四
九
年

刊
、
書
評
・
福
田
平
、
刑
法
雑
誌
三
巻
三
号
、
昭
和
二
八
年
、
九
七
頁
以
下
）
に
よ
り

学
位
を
取
得
し
て
後
、
す
ぐ
、
キ
ケ
p
の
「
事
物
の
本
性
論
」
を
教
授
資

格
論
文
の
テ
ー
マ
と
し
て
与
え
ら
れ
た
。
カ
ウ
フ
マ
ソ
は
、
一
九
四
九
年
一

一
月
二
一
日
の
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
の
七
一
回
目
の
誕
生
日
の
直
前
に
、
ラ
ー

ト
ブ
ル
フ
の
私
邸
で
そ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
最
後
の
話
を
し
た
。
数
目
後

の
一
一
月
一
…
日
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
は
死
去
し
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
の

カ
ウ
フ
マ
ン
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
ト
の
多
い
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
大
学
の
教

授
陣
に
拾
わ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
失
意
の
日
を
送
り
、
カ
ー
ル
ス
ル
ー
工

地
方
裁
判
所
の
裁
判
官
の
か
た
わ
ら
、
法
学
部
旧
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
大
学
の

新
校
舎
と
旧
講
堂
の
間
に
あ
る
、
旧
法
学
部
研
究
室
）
の
一
隅
に
与
え
ら
れ
た

小
さ
な
個
室
に
拠
っ
て
、
時
問
講
師
と
し
て
、
法
学
入
門
や
刑
法
演
習
を

担
当
し
、
学
問
へ
の
情
熱
を
も
や
し
続
け
て
い
た
。
私
が
、
ラ
ー
ト
ブ
ル

フ
夫
人
の
仲
介
で
初
め
て
カ
ウ
フ
マ
ン
と
会
っ
た
の
は
、
そ
の
不
遇
な
時

代
の
一
九
五
七
年
一
〇
月
一
四
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
．
「
自
然
法
と
歴
史

性
」
と
い
う
小
冊
子
を
発
表
し
、
注
目
さ
れ
た
頃
で
は
あ
っ
た
が
（
同
論

文
の
邦
訳
、
宮
澤
浩
一
他
訳
編
・
現
代
法
哲
学
の
諸
問
題
、
昭
和
四
三
年
、
一
頁
以

下
）
、
そ
の
大
学
内
で
の
地
位
は
不
安
定
で
あ
っ
た
．
私
が
ハ
イ
デ
ル
ベ

ル
ヒ
を
去
っ
た
一
九
五
九
年
三
月
か
ら
半
年
ほ
ど
た
っ
て
、
ウ
ィ
ル
ヘ
ル

ム
・
ガ
ラ
ス
の
も
と
に
、
教
授
資
格
請
求
論
文
を
提
出
し
．
受
理
さ
れ
た

と
い
う
報
ら
せ
が
あ
っ
た
。
エ
ン
ギ
ッ
シ
ュ
の
口
添
え
が
あ
っ
た
と
い
う
。

そ
の
す
ぐ
後
、
一
九
六
〇
年
夏
学
期
に
ザ
ー
ル
大
学
教
授
と
な
っ
た
．
そ

の
在
任
中
に
、
グ
ラ
ー
ツ
、
キ
ー
ル
、
ミ
ュ
ソ
ス
タ
ー
な
ど
の
大
学
か
ら

招
聰
を
受
け
、
そ
れ
を
受
諾
せ
ず
に
い
た
が
、
エ
ソ
ギ
ッ
シ
ュ
の
引
退
の

あ
と
を
う
け
て
、
一
九
六
八
年
冬
学
期
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ソ
大
学
教
授
と
な
っ

た
。
暫
く
し
て
後
、
ガ
ラ
ス
の
引
退
の
際
に
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
に
移
る

意
向
が
あ
る
か
と
の
打
診
が
あ
っ
た
が
、
引
き
続
き
、
ミ
ュ
ソ
ヘ
ソ
大
学

に
留
ま
り
、
今
年
の
夏
学
期
に
、
余
力
を
残
し
て
引
退
す
る
。

　
ミ
ュ
ン
ヘ
ソ
大
学
の
二
〇
年
間
に
、
し
ば
し
ば
偏
頭
痛
に
悩
み
、
周
囲

も
気
を
も
ん
だ
の
で
あ
り
、
そ
の
他
に
も
、
次
々
と
い
ろ
い
ろ
な
病
い
に

苦
し
ん
だ
．
は
た
で
見
て
い
て
気
の
毒
な
く
ら
い
、
多
く
の
病
い
と
闘
い
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な
が
ら
、
仕
事
を
続
け
て
き
た
。
た
だ
、
六
〇
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
は
、
驚

く
ほ
ど
多
く
の
論
文
や
小
冊
子
を
発
表
し
、
つ
い
先
頃
に
は
、
ラ
ー
ト
ブ

ル
フ
の
伝
記
を
上
梓
し
た
（
≧
夢
霞
内
窪
肋
暴
暮
り
9
舞
く
閑
呂
ぼ
唐
ぜ

寄
魯
菖
①
爵
婁
穿
ぎ
皿
。
9
い
の
。
国
芭
号
暮
ζ
蟄
這
。
。
刈
）
。
本
書
の
ラ
ー
ト
ブ

ル
フ
論
を
一
般
読
者
向
け
に
書
き
直
し
．
貴
重
な
写
真
や
日
記
の
コ
ピ
ー

な
ど
、
全
著
作
集
の
総
編
集
者
で
な
く
て
は
駆
使
し
え
な
い
資
料
を
用
い

た
す
ぐ
れ
た
伝
記
で
あ
る
。

　
引
退
後
、
カ
ウ
フ
マ
ン
の
大
部
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
此
の
大
全
集
の

完
成
に
向
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
一
体
、
カ
ウ
フ
マ
ソ
を
し
て
こ
れ
だ
け

ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
に
傾
倒
さ
せ
た
も
の
は
、
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
勿
論
、

そ
れ
に
は
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
の
残
し
た
著
作
の
素
晴
し
さ
と
そ
の
多
彩
さ

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
に
は
、
ド
イ
ッ
近
代
の
精
神
史
の
輝

か
し
い
数
頁
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
生
き
ざ
ま
の
多
様
さ
も
、
近
代
ド

イ
ッ
の
歴
史
を
反
映
し
て
い
る
．
学
者
と
し
て
、
政
治
家
と
し
て
成
熟
の

真
只
中
に
い
た
の
に
、
ナ
チ
ス
支
配
の
直
後
、
教
壇
か
ら
追
放
さ
れ
、
沈

黙
を
余
儀
な
く
さ
れ
つ
つ
も
、
学
問
的
良
心
の
灯
を
と
も
し
続
け
た
．
敗

戦
後
に
は
、
直
ち
に
学
部
長
と
し
て
法
学
部
の
再
建
に
当
る
と
い
っ
た
、

大
学
の
良
心
の
体
現
者
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
足
蹟
を
み
る
と
、
学
問
的
に
は
他
に
も
比
べ
う
る
人
物
は
な

い
こ
と
は
な
い
が
、
弟
子
を
し
て
、
私
淑
さ
せ
た
最
大
の
も
の
は
、
ラ
ー

ト
ブ
ル
フ
の
人
柄
に
カ
ゥ
フ
マ
ソ
が
心
を
奪
わ
れ
た
と
い
う
事
実
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
．
激
動
し
、
一
切
の
価
値
が
転
倒
し
、
多
く
の
法
律
家
が
方
向

を
模
索
し
て
い
た
な
か
に
あ
っ
て
、
再
建
途
上
に
あ
っ
た
西
ド
イ
ッ
の
オ

ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
の
役
を
演
ず
る
こ
と
が
で
き
た
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
は
、

学
業
な
か
ぽ
に
し
て
兵
役
に
と
ら
れ
、
戦
傷
の
た
め
に
、
心
な
ら
ず
も
学

間
へ
の
志
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
カ
ウ
フ
マ
ソ
に
と
っ
て
、
や

っ
と
見
出
し
た
光
明
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
の
専
門
分
野
で
の
学
識
に
心

打
た
れ
た
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
し
て
、
出
会
い
か
ら
わ
ず
か
四
年
で
．

そ
の
生
涯
の
師
の
急
死
に
遭
う
．
カ
ウ
フ
マ
ソ
が
教
授
職
に
つ
く
た
め
に
、

ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
は
何
も
で
き
な
か
っ
た
。
言
っ
て
み
れ
ば
、
カ
ウ
フ
マ
ン

は
自
力
で
、
”
教
授
資
格
“
を
か
ち
え
た
の
で
あ
る
．
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

此
の
よ
う
な
深
い
精
神
的
な
絆
で
結
ば
れ
た
師
弟
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら

く
、
余
り
例
が
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
多
分
、
カ
ウ
フ
マ

ソ
の
心
も
、
純
粋
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
し
、
余
り
に
も
早
く
訪
れ
た

別
れ
が
、
二
人
の
結
び
つ
き
を
世
の
俗
事
に
巻
き
込
ま
せ
る
こ
と
な
く
、

良
い
思
い
出
だ
け
が
残
さ
れ
た
者
の
心
に
生
き
続
け
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
五
　
か
く
し
て
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
全
集
の
第
一
巻
は
生
ま
れ
た
。
こ
の

「
法
学
入
門
」
、
殊
に
、
そ
の
第
一
章
の
「
法
」
は
、
私
に
と
っ
て
思
い
出

深
い
ド
イ
ッ
法
学
と
の
出
会
い
の
最
初
の
文
章
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
六
年

四
月
に
始
ま
っ
た
新
制
三
年
生
の
と
き
の
「
ド
イ
ッ
法
」
の
テ
キ
ス
ト
と

し
て
、
此
の
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
の
手
に
な
る
最
後
の
版
が
用
い
ら
れ
た
．
従

っ
て
．
本
書
は
．
私
に
と
っ
て
、
ほ
父
四
〇
年
ぶ
り
の
出
会
い
で
あ
っ
た
。

「
法
学
入
門
」
の
う
ち
、
特
に
、
「
法
」
の
章
を
味
読
し
た
人
は
、
す
で
に

経
験
さ
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
章
は
、
短
か
い
文
章
の
な
か
に
含
蓄
の
あ
る

ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
の
名
文
で
あ
る
。
そ
れ
を
．
正
確
か
つ
内
容
を
考
え
な
が
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ら
輪
読
し
た
思
い
出
は
、
予
科
一
年
を
加
え
て
五
年
間
の
私
の
学
部
生
活

で
、
最
も
印
象
深
い
も
の
の
一
つ
で
あ
っ
た
．
そ
の
指
導
は
、
当
時
の
伊

東
乾
助
教
授
に
よ
っ
た
。
一
年
間
の
専
門
文
章
の
読
み
方
の
手
ほ
ど
き
を

受
け
、
す
っ
か
り
自
信
を
も
っ
た
私
が
次
に
手
に
し
た
の
が
．
マ
ッ
ク
ス
・

エ
ル
ン
ス
ト
・
マ
イ
ヤ
ー
の
「
刑
法
総
論
」
で
あ
っ
た
。
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ

か
ら
マ
イ
ヤ
ー
ヘ
と
、
新
カ
ソ
ト
派
の
刑
法
学
者
の
著
作
に
導
か
れ
て
、

私
も
、
刑
法
学
を
学
ぶ
道
に
入
っ
た
。
そ
れ
以
後
、
今
日
に
至
る
ま
で
、

学
問
を
考
え
、
論
文
を
書
く
た
め
に
資
料
集
め
を
し
、
そ
れ
ら
を
読
み
、

文
章
に
ま
と
め
る
と
い
う
仕
事
か
ら
片
時
も
手
を
休
め
た
こ
と
は
な
い
。

「
法
」
と
は
何
か
、
「
法
」
の
存
在
の
意
義
は
何
か
と
い
う
私
の
職
業
に
と

っ
て
の
永
遠
の
間
い
に
対
し
て
、
自
分
な
り
の
明
確
な
答
え
を
見
出
す
ま

で
、
お
そ
ら
く
、
今
後
も
同
じ
よ
う
な
歩
み
を
続
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

考
え
て
み
れ
ば
、
研
究
生
活
に
入
っ
た
昭
和
三
〇
年
以
来
、
た
だ
ひ
た
す

ら
に
学
問
の
こ
と
だ
け
を
念
頭
に
置
く
生
活
を
続
け
て
き
た
原
動
力
は
、

こ
の
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
と
の
出
会
い
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
昭
和

三
二
年
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
に
留
学
に
赴
い
た
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ッ
語

の
手
ほ
ど
ぎ
を
受
け
た
故
田
中
次
郎
先
生
の
導
き
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
は

あ
っ
た
が
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
精
神
の
一
端
を
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
の
「
法

学
入
門
」
か
ら
会
得
し
た
こ
と
が
、
実
は
、
大
ぎ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
人
生
の
廻
り
合
わ
せ
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
と
も
す
れ
ば
、
研
究

生
活
か
ら
学
部
行
政
と
い
う
雑
用
へ
と
逸
脱
し
て
ゆ
き
、
再
び
、
戻
る
こ

と
な
く
や
が
て
別
の
道
を
歩
ん
で
い
っ
た
先
輩
や
仲
問
が
あ
と
を
た
た
な

い
今
日
、
そ
し
て
、
大
学
が
、
物
の
怪
に
と
り
つ
か
れ
た
奇
人
か
ら
成
る
学

問
共
同
体
か
ら
行
政
・
管
理
の
優
先
す
る
大
衆
組
織
へ
と
大
幅
に
変
容
し

て
し
ま
っ
た
当
代
に
あ
っ
て
も
、
愚
直
な
書
生
で
あ
り
つ
づ
け
て
い
る
私

を
規
定
し
た
の
は
、
若
し
か
す
る
と
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
の
「
法
」
に
よ
っ
て
揺

さ
ぶ
ら
れ
た
原
体
験
が
心
の
中
に
生
ぎ
続
け
て
い
る
た
め
か
も
知
れ
な
い
．

　
研
究
の
道
は
、
口
は
ば
た
い
言
い
方
で
は
あ
る
が
、
は
て
し
な
い
．
立

ち
止
ま
っ
て
考
え
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
学
問
の
歩
み
を
止
め
る
こ
と
は
、

退
歩
に
つ
ら
な
る
。
自
分
と
の
安
易
な
妥
協
は
、
命
取
り
で
あ
る
。
そ
う

思
い
続
け
て
、
今
に
至
っ
た
。
そ
の
問
に
、
出
会
い
、
影
響
を
受
け
た
著

作
は
数
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
私
が
、
堂
々
め
ぐ
り
を
し
て
再
び
立
ち
戻

る
の
は
、
何
故
か
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
で
あ
り
、
そ
し
て
カ
ウ
フ
マ
ン
に
な

る
。
勿
論
そ
れ
に
は
、
す
で
に
何
十
回
と
な
い
、
カ
ウ
フ
マ
ソ
と
の
つ
き

合
い
に
よ
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
が
、
私
生
活
に
お
い
て
も
、
公
的
な
研
究

生
活
に
お
い
て
も
、
会
う
た
び
に
刺
戟
を
受
け
る
何
か
新
鮮
な
試
み
が
そ

こ
に
は
あ
り
、
学
ぶ
に
価
す
る
新
し
い
工
夫
、
努
力
の
成
果
が
提
示
さ
れ

る
た
め
で
も
あ
る
。
師
の
残
し
た
仕
事
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
へ
と
そ
の
弟

子
が
全
力
を
つ
く
し
、
後
の
世
代
に
渡
す
と
い
う
、
い
か
に
も
ド
イ
ッ
的

な
「
文
化
の
継
承
と
発
展
」
の
在
り
方
を
示
め
す
此
の
度
の
作
品
を
手
に

し
て
、
又
、
再
び
思
い
を
新
た
に
し
て
此
の
学
問
の
道
を
歩
み
続
け
な
け

れ
ば
と
心
を
振
い
立
た
せ
て
い
る
此
の
頃
で
あ
る
．

　
と
か
く
、
浅
薄
短
小
の
著
作
物
に
目
を
奪
わ
れ
が
ち
の
若
い
研
究
者
に
、

是
非
、
一
読
を
推
め
た
い
。

　
（
Q
．
蜀
冒
舘
一
q
『
霞
一
。
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冴
昌
窪
＜
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二
霞
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峯
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一
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＆
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